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客員教員 山 本 雄 大 （⼋⼾学院大学健康医療学部 准教授） 

ある集団の成員であるという理由に基づいて排斥や迫害をくわえる「差別」は、それを向けられ
る被害者の社会達成や精神健康を害することはもちろんのこと、集団間の分断を強め社会の
安定を揺るがす危険因⼦ともなります。このため、差別は是正されるべきものとみなされ、社会も
これを抑⽌する⽅向に進んできました。そうした努⼒もあってか、令和となった現代において露骨
な形での差別を⾒かけることは少なくなりました。 

明らかに減ったように⾒える差別ですが、差別を⽣み出そうとする⼼理過程⾃体は今も私の
⼼の中に存在しています。Greenwald, McGhee & Schwartz（1998）は、記憶の中で
結びついている情報は素早く処理されるという⼈間の性質を利⽤して、⽩⼈の名前 25 個、⿊
⼈の名前 25 個、ポジティブ語 25 個（例︓幸せ）、ネガティブ語 25 個（例︓醜い）をコン
ピュータ画⾯上で分類させる課題を⾏いました。その結果、質問紙上では⿊⼈に差別的態度を
持っていないと表明した⽩⼈の⼤学⽣でさえも、⿊⼈の名前とポジティブ語を同じ側に分類する
条件よりも⿊⼈の名前とネガティブ語を同じ側に分類する条件の反応時間が短くなりました。こ
れは、⽩⼈が⿊⼈と否定的評価を結びつけた記憶表象を保持していることを⽰唆するものでし
た。同様の結果は⿊⼈以外の被差別集団にも確認されています。これらの知⾒から、私たちは
差別的な振る舞いをとらないように⾃制しているだけで、被差別集団に対する否定的評価に基
づく嫌悪や敵意そのものは抱き続けている状態にあると⾔えます。当然のことですが、⾃制が緩
めば、差別が⾔動に現れてしまうこともあります。では、どのような要因が⾃制を緩めるのでしょう
か。それが私の研究テーマなのですが、誌⾯の都合もあるので、次の原稿でお話ししたいと思い
ます。 

★“Professional Report”は、⻘森学習センターと⼋⼾サテライトスペースの客員教員が、
専門分野について 2 回ずつ連載していくコーナーです。 

★山本雄大先生は、⼋⼾サテライトスペースでゼミを開講しております。途中からでも大丈
夫ですので、ぜひご参加ください（スケジュール変更の場合がありますので、事前に⼋⼾
サテライトスペースへお問合せください）。  

 今後のゼミ予定 7／8(⾦) 、7／29(⾦) 、8／5(⾦) 、8／26(⾦)  

りんごに感謝 

⻘森学習センター客員教員
⼀條 健司

 

　このたび機関誌「りんご」の巻頭言執筆の機会を頂戴し大変ありがたく思います。と申しますの
も、長らく自宅の本棚に眠っていた『リンゴの歴史』エリカ・ジャニク著、甲斐理恵子訳、原書房、
2015の存在を思い出し、ようやく読む機会を得られました。リンゴの原産地、園芸の広がり、神話
や伝説、シードルなどについて楽しく学ぶことができました。りんごに感謝です。
　せっかくりんご県に暮らしていますから、身近な施設でもりんごを学ぼうと、板柳町のふるさとセンタ
ーに足を運びました。栽培方法や病害虫対策に関する先人の偉業や古く貴重な書物などの展示
をみて、沢山の努力がおいしいりんごを生み出し、りんご県の経済を支えていることを改めて痛感し
ました。りんごに感謝です。
　ふるさとセンターの帰り道、冒頭の書籍に書かれていた”シードル”が頭から離れず、夕食に添えよ
うとスーパーに立ち寄り、弘前市栄町製造のものを購入しました。その栄町のシードル工場は元 、々
今は美術館になったレンガ倉庫にあったようで、弘前の美術館とりんごとの繋がりを興味深く思い
ながら、グラス数杯をおいしくいただきました。りんごに感謝です。
　専門（情報工学）に関する話題はないのかとお叱りの声が聞こえてきそうなので、冒頭の書籍
に少しだけ書かれていた Apple 社とスティーブ・ジョブズについて、ご存知とは思いますが触れます。
Apple 社は、ジョブズの友人スティーブ・ウォズニアックが趣味で設計したパソコンを Apple Iと命
名し商品にしてビジネスをしようと、ジョブズの自宅にて1976年に創業されました。企業名と商
品名に” Apple” を用いた理由として、ビートルズが1968年に設立した Apple Corps 社に由来す
るとの説があります。Apple Iはウォズニアックの趣味が色濃く反映されたパソコンであったので、
ジョブズは自分好みのパソコンのアイディアをウォズニアックに伝え Apple II が開発されました。
これはヒット商品となり、ビートルズ側から”Apple” の商標を巡り提訴されたほどです。
　Apple 社といえば Macintosh（マッキントッシュ）というパソコンを連想する方もいらっしゃると思
います。これは Apple 社の新型パソコン開発プロジェクトを立ち上げたジェフ・ラスキンが、自身
の好みのりんご Mcintosh（和名は旭）から命名したパソコンです。Mcintosh はカナダの農夫ジョン
・マッキントッシュが1811年に偶然発見し栽培にのりだしたりんごだそうです。
　Apple IIもMacintosh も1970年代後半から1980年代のパソコン普及に一役買いました。
もちろん現代に至るパソコンやスマートフォンの普及は、Apple 社の製品だけでなく、その他の数
えきれない製品や技術が複雑に絡み合って形成されているわけですが、Apple 社は現代もICT 社
会の一翼を担っています。りんごに感謝です。なお実は、個人的には Apple 社の製品が好みに合
わず長らく避けてきたのですが、今年はじめて iPad を使いました。りんごに感謝です。
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Professional Report #4-1

「差別を口にする心理過程とは？（前編）」
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〜はじめまして〜                          ⼋⼾サテライトスペース受付・図書担当  ⼩笠原 真弓  

４月より、⼋⼾サテライトスペースで受付・図書担当としてお世話になっております。働き始めて、実際
に放送大学の学び方や学生の皆様の多様性に触れ、その選択幅の多さに様々な可能性を感じまし
た。また、10 代〜70 代以上の方まで、あらゆる年代や職業の方が、自分で選択しながら学生として
意欲的に学習している姿に、いつも良い刺激をもらっています。 

  日々の生活を工夫し、学ぶ時間を捻出して過ごされている方も多いと思います。学生の皆様が、来所
時含め、スムーズに学習に入り、中身の濃い時間を過ごせるよう、微⼒ながらも快適な学習環境を整えるお手伝いをさせ
ていただきたいと思っております。 
一日も早く皆様のお役に⽴てるよう、励んでまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 在在籍籍者者のの概概要要  

新新任任職職員員のの挨挨拶拶  

////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

 

在籍者の概要は、⻘森学習センターウェブサイト
(https://www.sc.ouj.ac.jp/center/aomori/
about/outline.html）でご覧いただけます。例年、
第１学期分を５月中旬に、第２学 
期分を 11 月中旬に更新しています。 
また、⻘森学習センター図書室に 
は、冊子版の「在籍者の概要」(右の 
冊子)を配架しておりますので、ぜひご 
覧ください。 

 
〜なりたい自分になれる場所〜              ⼋⼾サテライトスペース受付・図書担当  ⼩笠原 映子  

今年の 3 月で地区の公⺠館を退職し、この 4 月から⼋⼾サテライトスペースに勤務しています。今は、
学問的興味や感心を持って来所される意欲的な学生方への対応に緊張する毎日です。 

放送大学ってどんなところ︖と聞かれることがあります。「場所や時間を問わず自分の学びたい領域の
科目を、自分の都合とペースに合わせて学べるところ、なりたい自分になれるところ。」これが今の私の答え
です。 

少しでも早く仕事に慣れ、学生の皆様が気持ちよく利⽤できるよう努めてまいりますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

 学学生生行行事事開開催催報報告告  

4 月 9 日(土) 、⻘森学習センタ
ーにて学友会・同窓会主催の「考え
てみよう『学習方法』」が開催されま
した。日頃の勉強の仕方や、科目の
選び方等を聞いて、参加者は大い
に満足されたようです。 
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２０２２年度 公開講演会・パソコン入門講習のご案内

公 開 講 演 会
演題 日時 講師 会場/定員

健康長寿に挑む
－老化とのつきあい方を探ろう－

６月29日（水）
13:30～15:00

戸塚 学 氏
弘前大学教育学部教授 

(放送大学青森学習センタ

ー客員教員)

黒石公民館
多目的ホール
［50 名］ 

方言から地域を考える ８月20日（土）
13:30～15:00 

柾谷 伸夫 氏
八戸市公民館館長

ユートリー４階
研修室
［30 名］ 

「誰一人取り残さない」SDGｓ
達成のために
－性の多様性と人権の視点から－

８月30日（火）
①10:30～12:00 

②13:30～15:00

山下 梓 氏
弘前大学男女共同参画推

進室助教

青森県民福祉
プラザ４階
県民ホール
［175 名］ 

近世の 船
－｢北前船｣をめぐる諸問題と
盛岡藩領における 船の建造動向－

10月29日（土）
13:30～15:00 

石山 晃子 氏
青森大学客員教授

下北文化会館
大集会室
［50 名］ 

コロナ禍を乗り切るために
－感染対策の基本と

腸内環境が作る免疫力－

11月19日（土）
13:30～15:00 

藤田 あけみ 氏
弘前大学大学院保健学研

究科教授（放送大学青森

学習センター客員教員)

つがる市立図書館
セミナー･学習室
［20 名］ 

ベートーヴェンのピアノ・ソナタ
と共に
（青森学習センター

公開レクチャー・コンサート）

12月４日（日）
13:00～15:00 

浅野 清 氏
放送大学青森学習センタ

ー所長（弘前大学名誉教

授） 

弘前大学創立
50周年記念会館
みちのくホール
［80 名］ 

パ ソ コ ン 入 門 講 習
講 師 ：一條 健司 氏 弘前大学大学院理工学研究科准教授（青森学習センター客員教員）

「エクセル（表計算ソフト）で家計簿を作ろう！」
例を参考にしながら、数式と関数を利用して家計簿を作成したり、支出

の割合をグラフ化したりしながら、エクセルの基本的な機能を学びます。

「初めてエクセルを使ってみたい」という方におススメです。 

【青森SC会場】
９月10日（土）  13:00 ～ 16:00
青森 SC 講義室 ［定員 10 名］

【八戸SS会場】
９月11日（日）  13:00 ～ 16:00
ユートリー研修室 ［定員 10 名］

「ワード（文書作成ソフト）でチラシを作ろう！」
例を参考にしながら、簡単な文字の入力やイラストの挿入をするほか、

自分で撮影した写真を貼り付けて、簡単なチラシの作成方法を学びます。

「初めてワードを使う」という方でも大丈夫です。 

【八戸SS会場】
２月18日（土）  13:00 ～ 16:00
ユートリー研修室 ［定員 10 名］

【青森SC会場】
２月19日（日）  13:00 ～ 16:00
青森 SC 講義室 ［定員 10 名］

　４月16日(土) ～ 17日(日)、八 戸
サテライトスペースにてミステリーサーク
ル主催の「八戸サテライトスペース文
化祭 vol.7」が開催されました。7度目
の開催となる今回は「Revival-リバイ
バル[再生] 」をテーマに、マジック
ショー・学習相談会等、数々の催しを
行いました。文化祭は、盛況のうちに終
了したようです。
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今年の 3 月で地区の公⺠館を退職し、この 4 月から⼋⼾サテライトスペースに勤務しています。今は、
学問的興味や感心を持って来所される意欲的な学生方への対応に緊張する毎日です。 

放送大学ってどんなところ︖と聞かれることがあります。「場所や時間を問わず自分の学びたい領域の
科目を、自分の都合とペースに合わせて学べるところ、なりたい自分になれるところ。」これが今の私の答え
です。 

少しでも早く仕事に慣れ、学生の皆様が気持ちよく利⽤できるよう努めてまいりますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

 学学生生行行事事開開催催報報告告  

4 月 9 日(土) 、⻘森学習センタ
ーにて学友会・同窓会主催の「考え
てみよう『学習方法』」が開催されま
した。日頃の勉強の仕方や、科目の
選び方等を聞いて、参加者は大い
に満足されたようです。 
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２０２２年度 公開講演会・パソコン入門講習のご案内

公 開 講 演 会
演題 日時 講師 会場/定員

健康長寿に挑む
－老化とのつきあい方を探ろう－

６月29日（水）
13:30～15:00

戸塚 学 氏
弘前大学教育学部教授 

(放送大学青森学習センタ

ー客員教員)

黒石公民館
多目的ホール
［50 名］ 

方言から地域を考える ８月20日（土）
13:30～15:00 

柾谷 伸夫 氏
八戸市公民館館長

ユートリー４階
研修室
［30 名］ 

「誰一人取り残さない」SDGｓ
達成のために
－性の多様性と人権の視点から－

８月30日（火）
①10:30～12:00 

②13:30～15:00

山下 梓 氏
弘前大学男女共同参画推

進室助教

青森県民福祉
プラザ４階
県民ホール
［175 名］ 

近世の 船
－｢北前船｣をめぐる諸問題と
盛岡藩領における 船の建造動向－

10月29日（土）
13:30～15:00 

石山 晃子 氏
青森大学客員教授

下北文化会館
大集会室
［50 名］ 

コロナ禍を乗り切るために
－感染対策の基本と

腸内環境が作る免疫力－

11月19日（土）
13:30～15:00 

藤田 あけみ 氏
弘前大学大学院保健学研

究科教授（放送大学青森

学習センター客員教員)

つがる市立図書館
セミナー･学習室
［20 名］ 

ベートーヴェンのピアノ・ソナタ
と共に
（青森学習センター

公開レクチャー・コンサート）

12月４日（日）
13:00～15:00 

浅野 清 氏
放送大学青森学習センタ

ー所長（弘前大学名誉教

授） 

弘前大学創立
50周年記念会館
みちのくホール
［80 名］ 

パ ソ コ ン 入 門 講 習
講 師 ：一條 健司 氏 弘前大学大学院理工学研究科准教授（青森学習センター客員教員）

「エクセル（表計算ソフト）で家計簿を作ろう！」
例を参考にしながら、数式と関数を利用して家計簿を作成したり、支出

の割合をグラフ化したりしながら、エクセルの基本的な機能を学びます。

「初めてエクセルを使ってみたい」という方におススメです。 

【青森SC会場】
９月10日（土）  13:00 ～ 16:00
青森 SC 講義室 ［定員 10 名］

【八戸SS会場】
９月11日（日）  13:00 ～ 16:00
ユートリー研修室 ［定員 10 名］

「ワード（文書作成ソフト）でチラシを作ろう！」
例を参考にしながら、簡単な文字の入力やイラストの挿入をするほか、

自分で撮影した写真を貼り付けて、簡単なチラシの作成方法を学びます。

「初めてワードを使う」という方でも大丈夫です。 

【八戸SS会場】
２月18日（土）  13:00 ～ 16:00
ユートリー研修室 ［定員 10 名］

【青森SC会場】
２月19日（日）  13:00 ～ 16:00
青森 SC 講義室 ［定員 10 名］
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（次ページに続く） 

   ２０２２年度第１学期単位認定試験は、自宅等からインターネットを通じてＷｅｂ単位認定試験システムにアクセスし、試験問
題閲覧・解答提出を行うＷｅｂ受験方式にて実施し、自宅にインターネット環境がない等の理由で自宅等でのＷｅｂ受験が困難な
方は、事前に申請した学習センター等の会場で受験します。（郵送受験科目は学習センター等での試験実施はありません。） 

Web受験方式の科目を自宅等で受験される方 

自宅等にインターネット環境があり、パソコン等の操作が可能な方は、試験期間中（７月１５日（金）９時 

郵送受験方式の科目を受験される方（「正多面体と素数（'21）」、「日本美術史の近代とその外部（'18）」、「量子化学（'19）」のみ） 

試験期間中（７月１５日（金）～７月２６日（火）必着）に、自宅等で受験します。６月末ごろ大学
本部から発送される問題用紙・解答用紙・提出用封筒を用いて解答を作成し、郵送により提出します。提出方
法詳細は問題用紙等に同封します。（７月８日（金）までに未着の場合、大学本部にご連絡ください。（総
合受付▶043-276-5111））試験時間の制限は行いません。 

学習センター等で受験される方（※事前に申請済みの方のみ対象） 
 
ご自宅にインターネット環境がない、パソコンの操作が困難等の事情により自宅での受験が困難な方は、「授業

科目案内」およびシステムWAKABAに記載の試験日・時限に来所し、学習センター等のパソコンをご自身で
操作して、受験します。事前にご自身の試験日・時限をご確認ください。 
試験を開始する前までは職員がパソコン操作をサポートできますが、試験開始後は、ご自身でパソコン操作を

していただきます。職員はサポートできませんのでご了承ください。  
Web単位認定試験システムで問題閲覧し、●択一式の問題については、選択肢をクリックすることで解答、●

記述式の問題については、記述式解答用紙への記入により解答、●併用式の問題については、択一式の問題
は選択肢をクリックすることで、記述式の問題は記述式解答用紙への記入により解答します。 
  

２０２２年度第１学期 単位認定試験のご案内 

 
◆１科目５０分の時間制限があります。（郵送受験科目除く） 
受験開始ボタンを押すとカウントダウンが始まり、一度カウントダウンが始まった後は、受験画面を離れてもカウントダウンは進行し 

ます。（一時停止不可、１科目１回のみ受験可能） 
 

記「、クッリクは」式一択「。すまれさ題出で式形のかれずいの」式用併)の式述記と式一択(「」式述記「」式一択「にとご目科◆
述式」は文字入力により解答します（郵送受験科目除く）。解答を作成し、最後に「解答を提出する」ボタンをクリックすることで
解答送信(提出)します。（または、制限時間経過時点での解答が自動送信(提出)されます。） 
  
◆郵送受験方式の科目（「正多面体と素数（'21）」、「日本美術史の近代とその外部（'18）」、「量子化学（'19）」の
み）は、自宅等で受験します。（試験時間の制限なし） 
 

◆６月下旬に発送される「単位認定試験通知(受験票)」で、受験資格をご確認ください。「単位認定試験通
知(受験票)」に同封して、「単位認定試験受験に際しての注意事項」が送付されるので、併せてご確認くださ
い。７月８日（金）までに未着の場合、大学本部にご連絡ください。（総合受付▶043-276-5111） 

 
◆Web 単位認定試験体験版を公開していますので、実際の受験の際にスムーズに操作できるよう、受験に使用す
る予定の端末から単位認定試験前までに必ず体験版を操作しておいてください。 

◆「Web単位認定試験システム」には、システムWAKABAへの「ログインID・パスワード」を利用してログインしま
す。単位認定試験前までに必ずシステムWAKABAにログインできるかどうか確認をお願いいたします。システムにログ
インできない場合は、学習センター・サテライトスペースへご連絡ください。 
◆システムWAKABAには、放送大学ウェブサイト（https://www.ouj.ac.jp)画面上部の「在学生」からログ
インできます。ログイン方法詳細は、本誌 P8下部の「システムWAKABAでの科目登録申請方法」をご覧ください。 

重

要 

☝ 

～７月２６日（火）１７時）の都合の良い日時に、インターネットを通じて「Web 単位認定試験システム」
（https://shiken.ouj.ac.jp）にアクセスし、問題閲覧・解答提出を行います。 
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